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ミハイル・サーカシビリ 
グルジア大統領 

記者会見 

２００７年３月９日 

 

 

 資源のない日本が、人材とフレキシブルで強靱な経済力でもって、天然

資源にめぐまれた国より成功していることから、国づくりのインスピレー

ションを得ている、とバラ革命の旗手だったサーカシビリ大統領（３９歳、

米法律事務所育ち）はグルジアの改革と明日を機関銃のように語った。 
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日本にうかがえて、光栄ですし、とっても

わくわくしております。 

グルジアというのはとても興味深い国で

あるわけです。あの地域では中心地にありま

す。大きな国ではないのですけれども、地理

的にはとても中心に位置しています。中央ア

ジアの内陸国６カ国との経路にあるというこ

とで、中継地点ということで重要なのです。

中国から、またヨーロッパとかに行くときに

は、カスピ海の港を抜けてグルジアを通って

いただくのが一番短距離です。 

 

破綻国家からの再生 

 

わが国は、ロシア帝国また旧ソ連邦の時代

でも大きな影響力を誇っておりました。また、

この数年間、重要な発展を遂げております。

２００３年に平和的な革命が行われました。

もう破綻国家すれすれになっていたのです。

実績もなく、民主主義的な展開を遂げること

ができなかったのですけれども、いまは非常

に好調で、近隣諸国からも注目を浴びており

ます。 

私が大統領になってから３年半ぐらいに

なります。特記すべきことは、グルジアは基

本的なサービスを国民に与えているというこ

とです。電力化も８０％進んでおります。９

１年に独立を獲得するまで、基本的には学校

もなかった、道路もなかった。ゼロから始め

ていま構築中ということであります。そして、

基本的なサービスを国民に届けられるように

なりました。 

例えば、非常事態が起これば警官を呼ぶこ

とができるとか、無料で救急車を呼ぶことが

できるとか、また基本的な医療経費も改善さ

れました。予算がなかったので、無給で公務

員はしばらく働かなくてはいけなかったので

す。ほとんど薄給でやっていたということで、

例えば１５ドル、２０ドルでやってきたとい

うことであります。 

以前は腐敗が蔓延していたのです。徴税も

ままならなかった。でも、この３年半で改善

しました。非常に低いベースから始めたので

すけれども、徹底的に活動をいたしまして、

国際機関からの格付けも上がっているところ

であります。世銀によって、昨年、グルジア

は一番改革が進んだ国という評価を受けてお

ります。世銀は、こんなに短い時間にビジネ

ス環境を改善させた国は、わが国以外にない

といっています。 

以前は１８０国ある中で１３０位とか１

３５位だったのです。事業環境というところ

で、１００位前進したわけです。１００人抜

きで、いまやこの地位についたということで

あります。腐敗もかなり退治してまいりまし

た。以前は最も腐敗が進んだ国の一つだった

のです。でも、昨年の世銀の評価によります

と、一番大幅に腐敗を削減した、大成功した

国だといわれております。 

また、ＥＢＲＤ（欧州復興開発銀行）でも、

グルジアはヨーロッパで最も腐敗の少ない３

大国の一つに評価さております。大きな変化

です。 

 

税収は７～８倍に 

 

税法についても改革が行われた。税率も４

０％の改善がされております。ほとんどの関

税は撤廃されております。また、同時に税収

はこの数年間で７倍から８倍にもふえており

ます。まさにこれは腐敗指数が改善したとい

うことと、よりよい管理がされるようになっ

たからです。 

わが国は教育の面でも改革を行っており

ます。包括的に抜本的に教育を改革したので

す。大きな社会的な変化もありました。グル

ジアにおいては、以前、公的機関に対しての

不信感が蔓延していた。例えば、ギャロップ

調査によりますと、３年前には人口の４５％

しか警官を信用していなかった。でも、いま

や７０％の人々が警官を信用するようになっ

ています。８０％と出ているところもあるの

です。どうしてこんなに劇的に改善したので

しょうか。 

まず３年前に、ほとんどの警官を一回全員

首にしたのです。街角に出ている警官から、

いろんな警官も含めて、数カ月かかって全面

刷新しました。ですから、数カ月間は警官ゼ

ロの状態が続いたのです。この間に新しい人

たちを警官に採用した。訓練もやった。そし

て、いまや世界の一流の標準に見合うような

形の警官を持つようになっております。 

さらに、制度の改革も行ってまいりました。

昔はシステム全体が腐敗していたのです。以

前は例えばポストと交換に腐敗が横行し、贈

賄を取ったといったようなことをやっていた

のですけれども、いまはそんなことはやって

いない。 

ですから、以前は警官の場合にも、薄給で

もやっていけた。なぜなら、国民から脅しを
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かけてお金を巻き上げるといったようなこと

があったわけです。こういう腐敗のお金を含

めると、月収は２０倍にも３０倍にもふえた

ということになっていたのです。けれども、

いまはそうではない。税収を確保しているの

で、その中から正規の給与で生活できるよう

な形になっているわけです。病院ですとか学

校ですとかも、どんどん増築いたしました。

また道路もつくりました。過去２５年でみて

も、こんなにインフラ整備が進んだことはな

い。旧ソ連時代に比べても、いろんな建設工

事とかで、すばらしい活況を呈しているわけ

です。 

おかげで国力が上がっているのですけれ

ども、グルジアは、ロシアとの複雑な関係も

整理してまいりました。もうほとんどの近隣

諸国といい関係を持っています。 

 

ロシアとの衝突と和解 

 

昨年は、ロシアと複雑な状況に陥りました。

具体的な事故が起こったからです。つまり、

グルジアは親西欧的だということで、ロシア

人がおもしろく思っていなかったといったよ

うなこともあったのです。開放社会スタイル

を、グルジアが採択したのが、ロシアの一部

の人たちには気に入られなかったからであり

ます。 

具体的な出来事がありまして、スパイの不

祥事ということで、ロシアの工作員がグルジ

アに絡んでいるのではないかといったような

ことをいわれた。そして、１００％経済制裁

をロシアにかけられてしまったのです。大使

も召還するとか、いろんなことが起こりまし

た。 

グルジア人がロシアから強制追放される

といったようなこともありました。民族系グ

ルジア人、またその他グルジア人も含めて、

グルジア経済は破綻するのではないかといわ

れておりました。けれども、そうではなかっ

た。かえって奏功してしまったということで

あります。ロシアの経済制裁が始まったので、

ロシアマーケットがだめならほかのマーケッ

トを探そうということで、改革がかえって早

く進んだ。断固決意を持ってやることができ

たから、ということであります。 

こういった厳しい措置をロシアからかけ

られたにもかかわらず、昨年の成長率は約１

０％でありました。ことしは１２～１４％を

目指していきたいと思っております。これは

政府見通しです、大きな投資ブームがいまわ

が国で起こっております。 

これはとっても目ざましいことであった

と思ったのです。困難だったけれども、より

透明性の高い行政で腐敗を退治し、より強靱

性のある体力のある経済をつくることができ

たのです。 

また、よりよい関係をロシアとも築けるよ

うになりました。関係も改善中であります。

大使の召還も解除されました。ほかにもいろ

んなアクションが今後とられるといううわさ

が出ております。まだすべて実現されたわけ

ではないですけれども、多分、だんだん緩和

されるのではないかと思っております。 

それからもう一つ申しあげたいのは、貿易

相手国がふえているということです。いろん

な投資が中東から、中央アジアから、ヨーロ

ッパから、ますますふえています。いまでは

ＥＵが最大の貿易相手国になっています。 

港湾のインフラ整備、道路整備などに関し

ても投資が入ってきています。農業製品の加

工ですとか、また有機農業を使った農産品の

生産ですとか、非常に品質の高いものがある

のですけれども、それらを新しいマーケット

にも出せるようになりました。 

ワインはとっても有名ですよね。人類が初

めてワインをつくったのはグルジアなんです。

伝統があるのです。ロシアのマーケットに輸

出していたけれども、そのルートが閉鎖され

たときに、新しいマーケットを開拓すること

ができました。ですから、ワインも有名なの

です。 

非常に試練のときだったのですけれども、

これを成功裏に克服できたということです。 

グルジアが発端となって、この地域全体が

変貌中なのです。つまり自信を持ってロシア

と対応できるようになったということであり

ます。これはいいことだと思います。ロシア

も自信を強めている。つまり、ロシアの方も

影響を受けているということであり、それか

らまたロシアを取り巻く周辺国でも自信が増

しているのです。 

周辺国でも、みずからの独立をぐっと意識

するようになった。自由意思で物事を選ぶ、

自由意思で開発を遂げていくという機運が高

まっている。コーカサス南部でも、中央アジ

アでも、またその他東欧地域でも同じような

ムードが見受けられます。これは重要なメン

タリティーなのです。大きな変革が起こって

いるということであります。 
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麻生外相も平和と繁栄の弧、ということを、

アジアについておっしゃっております。この

弧というのは現実味を帯びてきた概念だと思

っております。現代の世の中において重要な

のは、単にエネルギー資源を持つということ

だけではないのです。日本は大きなインスピ

レーションになっています。日本は資源がな

く、石油もガスもない。でも、資質の高い人

材を持つ。フレキシブルの高い経済力がある、

強靱性もある。これだけを持っていても、天

然資源を持っている国よりも成功できるとい

うことを示してくださったからです。 

わが国も、エネルギー資源は若干はあるけ

れどもほとんどないのです。でも、近隣諸国

はエネルギー資源が豊かな国です。そして、

３本のパイプラインがグルジアを通っている

わけです。４本目のパイプラインもいまつく

ろうという構想が出ています。 

私どもは、ほかの国が持っていないものを

持っていると思います。腐敗レベルは低い。

効率が高い。よりよいガバナンス、行政とい

うことです。だからこそ、いろんな投資がグ

ルジアにいま集まっているのです。 

投資家の方にこう聞いたことがあります。

「何でグルジアに投資してくれるんですか。

どうしてグルジア以外のもっとリッチな国に

投資しないのですか。たくさん近隣諸国にあ

りますよ。何であえてグルジアなのですか」

と。そうしたら「グルジアを調べたんですよ。

透明性が高い。腐敗度が低い。効率が高い。

ガバナンスもいいじゃないですか。だから、

躊躇しないでお国に投資することを決めたん

ですよ」といわれました。また、グルジアは

ほとんど多くの近隣諸国といい関係を持って

いる。もちろん国によって強弱の差はありま

すけれども。 

ということで、グルジアを代表して今回、

訪日しております。わが国はお国ではまだま

だ知名度が低いと思うのです。グルジアとい

っても、あまりアイデアが浮かばないと思い

ます。グルジアのヨーグルトは、ある程度日

本のスーパーに出回っているかもしれません。

私もきょう朝食に食べました。黒海というグ

ルジア出身の力士もいます。会見することに

なっているのですけれども、グルジアで有名

なものはそれぐらいでしょうか。 

グルジアにはバレーのダンサーの人たち

がいるんですけれども、ご存じでしょうか。

本当はグルジア出身なんですけれども、多分

ロシア人と間違えておられるんじゃないでし

ょうか。ですからもうちょっと力を入れて、

グルジア文化を広めたいと思っております。 

わが国はすばらしい文化を持っているの

です。すばらしい自然もあります。６つの気

候地帯がある。ヨーロッパ一高い山もある。

それから、スキーリゾートもすばらしいもの

がある。スパのリゾートもあります。東欧一

といわれているぐらいです。 

また、戦略的な位地にあります。文明の交

差路なのです。ギリシャ系ですとか、いろい

ろあったということで、あと、ビザンチンも

そうです。１５００年、１６００年前のキリ

スト教の遺跡などもたくさんあります。アル

ゴノーツ、それからゴールデン・フリースと

いう、神話の中でも最も有名な２つ。プロメ

テウスもそうなんですけれども、みんなこう

いったものはグルジア関係のものなのです。 

ギリシャ神話にも出てくるくらいのとこ

ろでありますから、歴史は古く深いというこ

とです。重要なヨーロッパの文化、歴史にも

かかわっている。ぜひ、私どもの文化を再発

見していただきたい。もっと日本の方々にい

らしていただきたい。そのためにも観光業を

促進していきたいと思います。 

第２番目の空港の建設が終わったばかり

です。道路の敷設も着々と進んでおります。

それから、アゼルバイジャン、グルジアを結

ぶ鉄道のプロジェクトもあります。中国の鉄

道も、中央アジアを通ってカスピ海付近を通

って、ヨーロッパへ。ボスポラスでいまトン

ネルをつくっているところです。そういった

鉄道もグルジアを通っていくということにな

っております。 

いろんなことがこの地域で起こっており

ます。とってもわくわくするような進捗なの

です。本当に実質的に地勢学が変わりつつあ

るのです。各国間の関係も変わってきた。パ

ーセプションも変わってきたということです。

本当に世界にとっても重要なことであります

し、日本の方々にもぜひご注目いただければ

と思っております。 

対日関係についてですけれども、安倍総理

と非常にいい会見をさせていただきました。

本日も、天皇、皇后両陛下にもお目にかかり

ました。国際関係でも、対日関係という面で

もいい展開を迎えております。 

日本は、世界の改革主義者にとってのイン

スピレーションの源なのです。日本は世界最

大のソフトパワーだと思っております。日本

は本当にすばらしい世界の模範です。日本は
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アジアでも重要な国であります。シンガポー

ル、香港、マレーシア等々、みんな日本を見

習いたいと思っています。あすのシンガポー

ル、あすの香港になりたいという人たちもた

くさんいる。そして、グルジアもそうなので

す。それを実現するにはまだまだ時間がかか

るし、もっと努力が必要だとは思いますけれ

ども。 

ぜひ日本には安保理の常任理事国になっ

てほしい。これは世界の利益のためです。国

際関係をずうっと学生時代から勉強してきた

のですけれども、常に善の立場に立って、良

い、正しい方向に向かってこられたのは日本

なのです。影響力も増している。存在感も増

している。それをさらに強大化することが世

界にとっても重要です。 

ですから、世界の安全保障にももっと日本

に参加してほしいと思いますし、平和維持活

動ももっと強化して、これまで以上に参加し

ていただきたい。日本は平和国家です。影響

力や力を武力で誇示するといったような国で

はありません。日本の国力をもって、魅力を

もってすれば、模範を垂れる国になり得ると

いうふうに私は思っております。日本の外交

政策をぜひ全分野にわたって拡大強化してほ

しい。文化から経済、そして安保の分野に至

るまで積極的になっていただければというふ

うに思っております。全世界が対象です。ト

ラブルに見舞われている国や、また困難を克

服したいという国を対象にするということで

す。 

以上が私の冒頭の辞であります。それでは、

質疑応答にさせていただきます。（拍手） 

 

（質疑応答） 

 

宮田謙一企画委員（朝日論説副主幹・司会） 

どうもありがとうございました。機関銃のよ

うなスピードで、グルジアの政策をざっと述

べていただきました。 

グルジアのトランジションのプロセスに

は目を見張るものがあるということもよくわ

かりました。ロシアとの関係で苦労されてい

るということも、その一端を知ることはでき

ました。 

これから、フロアとのＱ＆Ａのセッション

に入りたいと思います。その前に、司会者の

特権を使わせていただいて、一つだけお聞き

したいと思います。 

大統領のプレゼンテーションは非常に前

向き、未来志向のプレゼンテーションだった

わけですが、少し時計の針を戻して、古い話

をお尋ねしたい。大統領は２００３年に、い

わゆる“バラ革命”といわれている政治的行

動の中で政権におつきになった。その相手と

いうのがシェワルナゼさんなわけですね。シ

ェワルナゼという人は、日本では大変よく知

られております。彼の本も日本語で出版され

ています。このシェワルナゼという人が果た

した歴史的な役割、あるいは歴史的な罪、シ

ェワルナゼさんをどのように評価されている

のでしょうか。 

 

サーカシビリ大統領 外相としてどうい

った評価を下すかということは、後の歴史学

者に任せたいと思うんです。けれども、シェ

ワルナゼ氏はどちらかというと疲労困憊で、

グルジアに戻ってきたわけです。かなり高齢

になってから本国に帰ってきた。だから、そ

れが彼の活動にも反映されてしまったという

ことだと思います。 

率直に申しあげて、９０年代においては、

グルジアがほとんど崩壊寸前になってしまっ

たということであります。本当に官僚機構全

体が腐敗にまみれてしまった。シェワルナゼ

一家も腐敗に手をかしていたといったような

うわさもありましたし、国民も全く制度を信

用していなかったということであります。 

そして、最後の望みが選挙だった。だから、

選挙を通じて選択したかったということで、

この平和裏の革命が進行したわけです。国民

の圧力があまりにも高かったので、シェワル

ナゼ氏も退陣するしかなかったということで

す。 

トビリシにある大統領時代に住んでいた

ところにいまも住み続けています。本のこと

に触れられましたが、何冊も何冊も彼は本を

書いておられます。回想録も入っております。

私、個人的には読んだことはないんですけれ

ども、でも、人によりますと、いっているこ

とはコロコロ変わるといったようなうわさも

あります。新しい最近の歴史の解釈も加えて

いるようであります。 

でも、どうでしょうか。もしかしたら将来

は、もうちょっといまのグルジア国民が思っ

ているよりも親切に、人々がシェワルナゼ氏

を振り返って評価するようになるかもしれま

せん。 

司会者は未来志向が強いですね、というこ

とをおっしゃいましたけれども、苦々しく過
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去のことをこだわっていてもしようがない。

常に未来をみていきたいというふうには思っ

ております。だから、過去は過去のこととい

うことです。いまの指導者層は未来のことし

かみておりません。そのために我々は政権に

ついているわけですから、過去をとやかくい

うよりは、未来に向って進んでいきたいと思

っています。 

 

山内雅夫（ＮＨＫ出身） 旧ソビエトの民

主化の動きについて質問します。グルジアの

民主革命の後、旧ソビエトで民主化ドミノと

いう現象が起きたわけです。それがウズベキ

スタンの武力鎮圧によって勢いが失われてし

まったというのが現状です。それから、ウク

ライナで民主革命が起きたのですけれども、

揺れ戻しが起きているという状況があります。 

なぜ、旧ソビエトでそういう民主化の勢い

が失われてしまったのか。原因は何なのか。

今後の旧ソビエトの民主化の将来をどういう

ふうにごらんになっているのか。それから民

主化のリーダーであるグルジアは、今後どの

ようなことをしていこうとお考えなのか。 

 

サーカシビリ大統領 現実はもっと複雑

だと思うのです。だから、あまり簡略化して

は語れない。 

重要なことは、グルジアで革命が起こった

ときに、多分こういった種類のことがウクラ

イナでも起こるだろうなというふうに思いま

した。ウクライナの革命はグルジアととって

も酷似していたのです。スローガンも似てい

た。国民のうねりから出てきたということで

あります。たくさんの協議もして、お互いに

アドバイスし合った仲でもありました。キエ

フにもバラ革命の後からすぐ行ったのです。

私、キエフ大学卒業ですし、親交があったの

です。ウクライナに行って、大きな広場でた

くさんの聴衆を前にして、革命のことについ

て語りました。そのときは、未来はバラ色に

みえたのです。でも、ふたをあけてみたら、

現実はもっと厳しかった。複雑だったという

ことですけれども。 

当時はこういった質問をされたのです。次

の革命はどうなるんですか、と。私はいいま

した。革命といっても、みんな各国でとる形

態は違うんだ、と。つまり、それぞれエリー

トがいて、対応の仕方も違うということです。

だから、同じような革命が起こるとは限らな

いということであります。 

つまり、政府として理解しなくてはいけな

いのは、国民の意思を尊重する大切さという

ことであります。もちろん群衆ですとか、い

ろんな人たちがたくさん集まって何かいうか

もしれない。選挙をやるだけで、その後、成

果が上がらないということもあるかもしれな

いけれども、やっぱり日々の生活が人々には

重要なのです。ウクライナでもある程度権力

闘争が内部で行われているようですけれども、

ウクライナでは大きな変化があります。マス

コミの自由もある。いまは政治家は自由に発

言できるようになっています。経済も発展し

ている。そして、ＥＵとの統合をしたいとい

うことで、プロセスをたどっています。 

もちろん、すべてが完璧に行われるという

ことではありません。結局、お互いに人のレ

ベルによって意見も違うということなのです

けれども、方向性としてはヨーロッパに近づ

きつつあるということです。問題は、スピー

ド及び時間が解決してくれるということだと

思います。そして、それを世界に受け入れて

ほしと思っているのです。 

それからまた、中央アジアのプロセス、コ

ーカサス地方の動きをみていると、状況がか

なり変わっていることが分かります。いま起

こっていることは、例えばカザフスタンの改

革は結構早く進んでいます。カザフスタンへ

私、行ったばっかりなんですけど、まず経済

の開放が行われている。腐敗退治も進んでい

る。新しい首相が誕生した。エネルギッシュ

で若い人が首相になりました。いい背景も持

っていて、幅広い世界観も持っている人です。

そして、政治改革のことをいま話しています。

歓迎すべきことです。 

トルクメニスタンでもレトリックは変わ

ってまいりました。トルクメニスタンとは、

どっちかというといろんな面で北朝鮮モデル

を以前はねらっていたんです。けれども、い

まはそうではない。政府を改革しようといっ

ています。これも将来を占う上でいい示唆で

あると思います。 

こういった国々においては、指導者層も、

国民の心情に積極的に答えるようになったと

いうことで、自信を深めているということで

す。以前でしたら、中央アジア諸国の国々と

いうのは、地理的な状況からいって、旧ソの

中でしか生きていけないというふうに思って

いたのです。閉じ込められていて、外には出

ていけないと思っていたけれども、いまは違

うわけです。世界は広い。いろんなオプショ
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ンがあるということが分かるようになったの

です。運輸ネットワークも整備されています。

パイプラインをつくってエネルギーも運んで

います。アジアに向かって、またヨーロッパ

に向かって供給しようとしています。 

また、鉄道網も敷設されている。そうすれ

ば、ヨーロッパの鉄道につながるわけです。

新しい道路もつくっています。新しいエリー

ト層も育ってきた。そして、高等教育を受け

るような人たちもふえてきている。外国に留

学している。日本の大学にも来ていると思い

ます。そういう人材が本国に帰ってきて、政

府内で重要な位置についているわけです。 

そういった人を何人も知っています。若い

人は３０代、もしくは２０代ということです。

私も３６歳で首相になったのです。若い人た

ちが活躍しています。中堅の官僚ですとか、

副大臣レベルですとか、みんな若い人たちが

なっています。それから、大統領補佐官とい

ったような立場でも、若い人が高い世界観を

持って活躍しています。 

グルジアも金融制制裁に遭ったわけです。

グルジアには石油もガスもない。近隣諸国に

比べて天然資源的には恵まれていなかった。

でも、開発はうまくいっていまず。グルジア

は貧困国であったのが、ことしは中所得国に

格上げになるのです。貧困国は昔は絶望的だ

ったけれども、希望が出てきたということで

す。グルジアがまさにいい例です。 

我々はバルト三国の例にあやかろうと思

った。彼らも金融措置を受けた。でも、エス

トニアは、いまや日本の成功に追従するとい

うことで、非常にハイテクが進んでいます。

最も発展をした経済に、ヨーロッパ地域でな

りつつあるわけです。ですから、ぜひエスト

ニアにあやかりたいと思っています。絶望す

ることなどない、チャンスがあるということ

です。グルジアはこの冬を乗り越えることが

できました。みんなどうだろうと思っていた

けれども、グルジアはこの冬をうまく克服で

きた。グルジアができたら、ほかの国もでき

るであろうということです。 

アゼルバイジャンも、まだ十分自力でガス

を供給する能力はない。ガスをロシアからか

なり高価で買っていたわけです。でも、今後

は、石油は買わなくてはいけないが、もうガ

スはロシアから買わない。そういうことで何

とかやっているわけです。 

もうロシアには依存しないといったよう

な方針も出しているわけです。だから、ゲー

ムのルールが変わったということです。 

同じようなことがほかの国々にも起こっ

ています。全員が絶好調というわけではない

ですけれども、跛行性はあります。ウズベキ

スタンですとか、その他例外はあるかもしれ

ないけれども、全体として、こういった国々

も自信をつけるようになり、独自の思考をす

るようになったということです。 

これはロシア連邦にとっても理にかなう

ことだと思うのです。というのは、より民主

化を進め、より予見可能な近隣諸国がふえる

ということですから、これは翻ってロシアに

も好影響を与えると思うのです。 

ドミノ効果はいまでも起こっているので

す。グルジアの革命ははっきりとしたもので

ありました。テレビ中継されましたから。多

分革命としてテレビ中継されたのは初めてだ

ったのではないでしょうか。テレビでみられ

た革命ということだったのです。数日間、ず

うっとＣＮＮが実況中継していました。 

レバノン、シリアですとか、中央アジア

等々行きますと、みんな私にいうのです。グ

ルジアの革命をリピートしたい、と。あなた

の国がうらやましい、とおっしゃるのです。

これはテレビ中継されたおかげです。これも

グローバル化の一環だといえばそうかもしれ

ません。 

ほかにもいろんなことが劇的に進行中で

す。また深いところで潜行しているものもあ

ります。グルジアにおいては重要なのは、革

命自体ではなくて、その後起こったことであ

ります。いろんなことが続いて起こった。文

化的な革命も続いて起こったということです。

あまり取材されなかったのですけれども、で

も、これは大変なことなのです。手間暇かけ

て努力しなくてはいけない細かい技術的な面

が絡んでいますから。そういう面倒くさいこ

とはなかなかマスコミに取材してもらえない

のです。でも、それが現実なのです。 

 

佐藤親賢（共同） グルジアとＮＡＴＯの

関係について、聞きたい。大統領は一つの優

先課題としてＮＡＴＯ加盟を推進するという

ふうにおっしゃっています。現時点で一体何

年に加盟できるという見通しをお持ちでしょ

うか。 

それともう一つ、恐らくロシアが主導して

います独立国家共同体とのメンバーシップと、

ＮＡＴＯのメンバーシップというのは両立し

ないのではないかと思われますけれども、Ｎ
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ＡＴＯに加盟した場合には、グルジアはＣＩ

Ｓから脱退するということになるのでしょう

か。 

 

サーカシビリ大統領 ＣＩＳというのは

機構ではないのです。つまり、別に機構でも

なく、ルールもない。そして物事についても

あまり実施もされていないということであり

ます。 

ですから、現時点では、これは各国間のク

ラブみたいなものなのです。いくつかミーテ

ィングも開かれております。最近、会議に出

席して思ったことは、少なくともロシアとの

レトリックという面では改善がみられている

な、という感触を持っています。昨年、プー

チン大統領にミンスクでお会いしました。あ

る程度前向きの役割を果たしているというこ

とは確かです。若干の役割がある。でも実態

のある機構ではないということであります。 

もちろん、撤退したらいいというふうにい

っている人もいます。いま政府内で委員会を

つくって検討しているところです。賛否両論

をいま掛け合わせているということです。別

に急いで決断を下そうとしているわけではな

い。いくつかの多国間との協定というのが、

ＣＩＳ内であるわけです。でも、実際は機能

していない。機能しているものもいくつかあ

るが、ほとんどのものは機能しておりません。 

ビザのとりあつかいは何カ国間と結んで

いるのですけれども、主にロシアが相手です

が。自由貿易といっても、全然これは有形無

実みたいなものなのです。 

いろいろなことがうたわれてはいますが、

ＣＩＳは実態としての役割は演じていないと

いうことであります。ステップ・バイ・ステ

ップで、ＣＩＳは同時並行で別の機構をつく

るようになっている。二国間関係も開拓して

いるということであります。二国間ベースの

交流がふえています。カザフスタンとの貿易

が昨年ぐらいから倍増する勢いです。つまり

ＣＩＳのメカニズムがうまくいっていないか

ら、二国間ベースでやっているということで

す。 

ＣＩＳは、もちろん真剣に今後どうするか

を討議すべきであるというふうに思っていま

す。わが国内でもい続けるべきか、やめるべ

きかということで討議しています。ことしも

大々的にＣＩＳはどうあるべきかを討議する

ことにしています。 

別にＮＡＴＯとＣＩＳの間には直接のコ

ンフリクトはありません。ＮＡＴＯはまじめ

な機構であります。加盟したくても、なかな

か入れないものです。それなりの努力をしな

いとＮＡＴＯには加盟できない。ぜひいつか

はＮＡＴＯに加盟したい。だから、そのため

にアクションプランをとっていきたい。 

でも、これには政治決断が絡むわけであり

ます。技術的には入れる資格があるのです。

でも、政治意思が重要です。みんなに賛成し

てもらわないとだめということであります。

でも、いろんなところから前向きの発言をい

ただいております。でも、最終条件がどうな

るのか、いまのところ分からない。いろんな

憶測を呼んでいます。２００９年だという人

もいますし、いつ入るかという時期について

も、いろいろ諸説紛々です。まだいかんとも

しがたいのですけれども、我々としてはぜひ

ＮＡＴＯに入りたいと思っています。そのた

めに構造を変えています。 

軍につきましても、専門の軍を置くように

なっています。域内では最小の軍隊ではある

けれども、非常に近代化している。ＮＡＴＯ

の基準に合わせようとしているわけです。大

きな部隊は必要ない。イラクの作戦にも絡ん

でおります。そして、限定的ではあるけれど

も、イラクの駐留軍を倍増させております。

アフガニスタンにも送り込んでいます。来年

はイラクが改善することになっているのです

けれども、そうすればコミットメントを減ら

すことができると思っているのです。そうす

れば、その一部をアフガニスタンに移すこと

ができると思っています。バルカン、コソボ

でも活動しています。 

小国だけれども、それなりの役割を果たし

ているということであります。つまり、一国

だけでなかなかできないところに、我々も加

わっているということです。 

グルジアにおいては１年前に、ＮＡＴＯの

加盟賛成の人たちは７割いました。ことしは

賛成派が８５％に上がっております。だから、

賛成派がふえているのです。普通ですと、ど

っちかというと、ＮＡＴＯの加盟が近づけば

近づくほど国民の支持は下がるのですけれど

も、グルジアではさらに賛成派がふえている

ということです。共同宣言をこの間、野党と

政権与党で出したばかりです。普通は与野党

間で合意なんてつかないのですけれども、Ｎ

ＡＴＯ加盟については一致団結しているとい

うことです。ですから、大きな変化だと思う

のです。 
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ミンガジョフ（イタルタス通信） イラク

へは、どの程度増派するのか。数はどの程度

になるのか。そして期限は。 

２つ目の質問。現在のロシアとグルジア関

係をどう描写されますか。まだ問題があると

お考えでしょうか。もしもそうであるならば、

どんな問題がロシアとグルジア関係の間にあ

るのか。 

 

サーカシビリ大統領 イラクについては

オファーを受けているわけです。上限２００

０人まで送ってくれないか、と。１年間限定

です。任務はバグダッド安定化のサポートで

す。イラク及び多国籍軍に対してオファーし

てほしいというふうにいわれていたわけです。

多国籍軍といま技術的な点を相談していると

ころです。実際、適切な手順を踏めるかどう

か考えているところであります。 

これは有限期間で派遣するということで

ありますし、非常に厳しい任務の規定の中で

行うということであります。願わくば、改善

状況につながることを願っております。 

アフガニスタンについては、ＮＡＴＯと協

議しています。また派遣団ともいろいろいま

相談しています。ことしは１００名から２０

０名ということで、あと追加人員を来年送れ

るかどうか、いま考えています。イラクのプ

レゼンスを縮減することができれば、その分、

アフガニスタンに移せるということでありま

す。 

ロシアとグルジアの関係については、重要

な変化がみられていると思います。つまり、

敵対関係のレトリックは下がってきたという

ことで、いまは鎮静化しているということで

す。これは前向きの変化です。というのは、

いま現実的な問題は、ロシアとの間にはない

のです。現実の問題よりも、レトリックです

とか、感情的な問題の方が大きいわけです。

というのは、この２国間において起こったこ

とというのは、理性を欠いていたものがあっ

た。不合理のものが多かったということであ

り、非常に痛みの伴う体制移行プロセスでは

ありました。 

ロシア自身もいま、痛みを伴う体制移行過

程にあるわけです。だから、ロシアとしても

ちゃんといろんな討議をしているということ

であり、そういったことでは偉大な国ともい

えると思うのです。 

長期的には、いまも真の意味で敵対関係に

ないと思います。ロシア人も別にグルジア人

に敵対心を感じていない。逆もしかりという

ことであります。もちろん政治問題はいまの

ところはありますけれども、でも、危機感で

すとかは、グルジア人はロシア人に感じてい

ないのです。というのは、文化的にきずなが

強いし、歴史的なきずなも強いですので。い

までもロシアの美術アカデミーの議長はグル

ジア人であり、ボリショイバレエのプリンシ

パルのバレリーナは、実はグルジア人なので

す。だから、本当は交流は厚いということで

す。 

また、プーシキン、パステルナークですと

か、トルストイですとか、みんなグルジアか

らインスピレーションを得たわけです。人生

の一部をグルジアで過ごしているくらいです

から、圧倒的なグルジアの影響力がロシアの

時代にもあったわけです。政治ではなかった

かもしれないが、文化ですとか、その他のき

ずなが強かったということです。 

だから、これをないがしろにする必要はな

い。ロシアとの関係の改善にこれをプラスに

活用できると思うのです。ロシアの未来は近

代化にあるというふうに思っております。才

能のある人がたくさんおり、ロシアの中産階

級も台頭している、これも重要な要素だと思

います。 

こういった観点から評価していますので、

グルジアとしても辛抱強くやっていこうと思

っています。まだまだ制約がかかっています。

いま、大使は戻りました。これはプラスのサ

インなのです。それから、飛行機便も復活し

ましょうという話が出ています。まだ実現さ

れていませんけれども。 

でも、まだちょっと制約が残っています。

渡航に関しての禁止ですとか、経済制裁も残

っています。例えばフルーツ、有機農業で栽

培したフルーツなどがあるのですけれども、

まだ制裁がかかっているので、ロシアに売れ

ない。だから、加工を施すことによって新し

いマーケットに売るようにしております。 

ワインもロシアに買ってもらえなくなっ

た。けれども、ワインの品質は上がっている。

この間、北京にも行ったわけですけれども、

私の泊まったホテルで、すばらしいグルジア

産のワインが振る舞われていました。以前は

こんなことはなかったのです。ワインの品質

が上がったからです。ロシアに頼っていたこ

ろよりも、産品の質が上がったのです。 

つまり、ロシアにいわせれば海の真ん中で
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ほっぽり出されたみたいなものなのです。そ

れで岸まで勝手に泳げといわれたようなもの

だったのです。ボートもあてがわられずに。

でも、我々は一生懸命泳ぐようにした。そし

て、手足をバタバタしたら泳げることが分か

ったとういことです。いま自力でやろうとし

ているわけです。ボートに戻るのか、浜まで

泳いでいくのかということです。やっぱり岸

まで泳いでいった方が賢明だというふうに判

断したのです。 

まあ、大喜びするところまでは行っていな

いかもしれないけれども、でも、かなりうま

く力学的に動くようになってきているという

ことです。もちろん、まだまだ未決の問題が、

ロシアのみならず、ほかの国との間にもある

わけです。 

 

白井久也（朝日出身） 歴史問題について

たずねたい。グルジア出身の政治家といえば、

スターリンが有名です。ソ連の社会主義もつ

ぶれちゃったし、グルジアは独立したわけで

すけれども、いまグルジア人の間で、スター

リンに対する評価はどんなものなんでしょう

か。 

それから、彼の生まれた故郷のゴリへ行く

と、私の記憶では、スターリン像が残ってい

たのですけれども、スターリンの生まれた家、

博物館もありました。いまこれはどうなって

いるんでしょうか。もし残っているとすれば、

何のために残しているのでしょうか。 

 

サーカシビリ大統領 ご質問を通訳して

いて、通訳も思わず笑ってしまったようです。

まさにこれは歴史の一部ということですけれ

ども、ここで重要なことは、非常に厳しい歴

史があったということであります。ソ連帝国

の一角を担っていた時期があったということ

であります。結局、ロシア人から親切にされ

ていなかったといったようなこともあったの

ですけれども、でも、グルジアの４００万人

のうち２５万人の人たちがシベリアの収容所

列島にいたということであります。あと３０

万人の人が逮捕されたり、嫌がらせを受けた

り、僻地に送られたりした。大きなインパク

トということで、この独裁主義体制から疲弊

してしまったということです。 

作家ですとか、音楽家ですとか、文化人で

すとか、科学者ですとか、優秀な人がグルジ

ア出身にいたけれども、ソ連の支配時代に殺

された人もいっぱいいます。私の家族も何人

も殺されてしまいました。ですから、個人的

な感情はいまでも残っているわけです。 

今回、東京に祖母と来ているのですが、祖

母はともかく、祖父の方は収容所列島に収容

されていた。私の家では何名も殺されてしま

ったということです。軟禁状態にあったとき

に祖母が生まれたわけです。ほとんど食べる

ものもなかったということでありますから、

ソ連の支配時代にノスタルジーは全く感じて

おりません。 

ウクライナも同じなんです。本当にひどい

飢餓状態にあった、と。集団農場体制で、２

００万人、４００万人の人が殺されたといわ

れております。ロシア本土でもそうでした。

飢餓状態が広がってしまって、南部もひどか

ったのです。集団農場化されたということで、

収容所列島にたくさんの人たちが送られてし

まった。特にインテリの人たちが収容所に入

れられて、その後殺されているわけです。 

スターリンの博物館のことをおっしゃい

ましたが、まだゴリにあります。ソ連の占領

時代の博物館もトビリシにあります。こんな

にひどい殺戮が行われたということを展示し

ているわけです。もう過去の間違いは二度と

繰り返すまじという姿勢を表明しているわけ

です。 

いま民主化が進んでいて、もう全体主義は

結構ということであります。昨日も安倍総理

に申しあげたのですけれども、ソ連で一番い

い雑誌は、「北朝鮮」と銘打っていた雑誌だっ

たという時代があったわけです。金日成がど

んなに偉大なリーダーであるかということが

書いてあって、子供のころ読んで、おもしろ

いなと本当に腹を抱えて笑ったものなのです。

でも、本当は北朝鮮の状況の方がもっと悪い

じゃないかということで当時は悲哀を込めて

笑っていた、といったようなことだったので

す。だから、本当に北朝鮮にまさるとも劣ら

ないほど、わが国の状況もひどかったという

ことであります。でも、いまやそんな状況で

はないということです。 

昔は、人間なんて何の価値もなかったわけ

です。リーダーは全知全能というふうに思っ

ていたということです。口を開いて何かいっ

てしまえば唇寂しということであった。何か

間違ったことをいってしまったら、すぐに逮

捕されてしまって、悪いときに殺されてしま

うというような状態でした。 

私、学生だったときに、ＫＧＢの調査にも

何度も遭いましたし、また遭った人をみてき



11 

ました。だんだんとソ連が崩壊を始めたとい

うことで、その後、だんだんと状況は改善を

始めた。だから、ソ連時代に帰りたいと思っ

ている人は一人もいません。 

 

井上道夫（朝日） ＡＰ通信が、先ほどの

イラクへの兵士の人数をふやすというニュー

スを流しております。８５０人から２０００

人、先ほども話していましたが、これはもう

決定事項なのでしょうか。 

それと、この時期、ほかの国が撤退をして

いく中でふやすということは、これはＮＡＴ

Ｏへのシグナルと考えていいのでしょうか。

アメリカとの関係も含めて、決まったことか

どうかというのを含めてお答えください。 

 

サーカシビリ大統領 ８５０名というの

は現在の数字です。これが２０００人にまで

ふえるという話なのです。 

確かに、国によっては兵力を減らしている

ところもあるけれども、わが国の場合には、

特別な時期に当たってバグダッドを安定化し

なくてはいけないからという判断があるから

です。これは有限でやっていくということで

す。期間限定ということです。そして、その

後はイラクを減らしてアフガニスタンに再配

転する、もしくは国に戻すということになる

わけです。 

イラクで治安の状況を改善しないとよく

ないということです。テロの問題もある。一

国だけの問題ではないということであります。

アメリカの利害のみならず、これには全世界

の利害がかかっているということであります。

いろんな政治が絡んでいる話ですから、もち

ろんどんな間違いが犯されたとしても、やっ

ぱり最終的には状況を改善しなくてはいけな

いということであり、善意に満ちた人々が活

動しなくてはいけないということであります。 

ＮＡＴＯについてなんですけれども、イラ

クは全然ＮＡＴＯとは関係ない。ＮＡＴＯが

作戦をやっているのはアフガニスタンです。 

イラクでもある程度経験を積んだので、オ

ペレーションの方法も心得ているということ

であり、だから経験を持ってアフガニスタン

に行けるということだと思います。 

最初は１００人、２００人で始めたいとい

うふうに思っています。その後はニーズ次第

ということです。あと、来年の能力がどのぐ

らいになるかということです。イラクに兵を

残しておく必要がなくなれば、その分、アフ

ガニスタンに回せるということです。状況次

第ということですけれども、事情が許せば、

来年からはアフガニスタンにより力を入れて

いくということです。 
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